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おばこが紡ぐ 白神のみち 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

のしろ白神ネットワーク 



＜様式１-２：応募主体（今後みちづくりパートナーシップを設立する 

地域の代表組織）の組織概要＞ 

組織・団体名 のしろ白神ネットワーク 

応募主体の代表者

氏名 
能 登 祐 子 

応募主体の所在地 秋田県能代市海詠坂 11-1 

応募主体の組織形

態 

応募主体の組織形態として該当するものに○をお付け下さい。 
公共団体 ・ NPO 法人 ・ 町内会、自治会 ・ 財団法人 ・ 社団法人

中間法人 ・ 民間団体 ・ ○その他（ 任意団体           ）

【活動目的】 

参加団体の相互交流による活動推進と情報交換・ネットワークづくりを進めること

により，地域の歴史や文化に根ざし，豊かな自然に即した景観道づくり・まちづくり

を実現する。 
応募主体の組織概

要 
【設立見込み時期】 

平成 18 年 4 月 

みちづくりパート

ナーシップを構成

する予定の組織・

団体の概要 

 

応
募
主
体
の
組
織
概
要 

合意を得ている主

な道路管理者 

国土交通省能代河川国道事務所  秋田県山本地域振興局 

能代市  峰浜村 

連絡先担当者氏名 渡 辺 千 明 

連絡先担当者の所

属組織・団体名 
秋田県立大学 木材高度加工研究所 

電話番号 0185-52-6986 

ＦＡＸ番号 0185-52-6987 

連
絡
先 

e-mail chiaki@iwt.akita-pu.ac.jp 

活動・推進 

・市民団体：上町すみれ会・さつき会 

常盤の里づくり協議会・手這坂活用研究会

能代バイパス黒松友の会 

・能代市 

おばこで紡ぐ 白神のみち 

協 働・アドバイザー 

事務局：秋田県立大学木材高度加工研究所 

情報提供・支援 

・能代河川国道事務所

・秋田県 

 



＜様式２：応募主体に含まれる組織・団体等のこれまでの活動実績＞ 

組織・団体名 すみれ会 

これまでの活

動実績 

発足の経緯： 平成 16 年度に，上町自治会が能代市と市民がともに冬季間の排除雪を考えるモ

デル地区に指定されたことから，町内での話し合いや連絡調整，新たな仕組みづくりの担い手とし

て自治会婦人部の有志で発足（現会員数 50 人）。  

主な活動： 上町のまちづくりをメインテーマに，生活者の視点から身近な問題に取り組む。１）消

費者の立場から地産地消を考え，循環型社会形成のための勉強会・視察・食事会を実施。２）町

内には高齢者が多く，災害時に不安が大きいため，平成 17 年に消防署等と協力し，震度 6 の地

震発生を想定した避難訓練を実施。現在，すみれ会初代会長が上町自治会長をつとめる。 

組織・団体名 常盤の里づくり協議会 

これまでの活

動実績 

発足の経緯： 市と地域が協働して地域づくりを行うために，能代市からの呼びかけに応え，

人口約 2 千人・650 世帯が暮らす常盤地区を，これからも住みやすく子供たちにも誇りの持てるま

ちにすることを目指して平成 15年に発足（全世帯加入）。 

主な活動： 安全安心な地域づくり，生活基盤の整備，産業の活性化，生活･子育て支援，教育･

文化・体育振興の 5部会でそれぞれに活動を実施（登録者数延べ 246人）。実働隊である「常盤と

きめき隊」による朝市の実施や有機農産物への取り組み。「炭焼き隊」による炭窯づくりと木炭・木

酢液の販売。「つくし部会」によるイベントでの食べ物販売，イベント参加者の宿泊支援。総合型地

域スポーツクラブ設立を目指した「常盤の里スポーツクラブ」によるスポーツ等の活動。「歴史を語

る会」による歴史の発掘や史跡標柱の設置。秋田県立大学農業短期大学部との連携による地域

づくり活動，都市住民との交流、有機天日干米の販売，秋祭りや冬祭りなどを行っている。 

組織・団体名 能代バイパス黒松友の会 

これまでの活

動実績 

発足の経緯：  平成 11年に能代国道維持出張所は黒松の選定を市民に呼びかけ，会の前身団

体が発足。平成12年に設立総会を開催し，平成13年に国土交通省提唱の「ボランティア･サポー

ト･プログラム」による三者協定を国土交通省，能代市と締結（現会員数 88 人）。 

主な活動： 一般国道７号能代バイパスの沿道には黒松が植栽され，並木の延長は日本一の長さ

を誇る。この黒松並木の一部の能代市仙遊長根から同市寿域長根までの，延長約１．５ｋｍにわた

る対象約１５０本の黒松のせん定や清掃を実施。春と秋のせん定講習会の開催や会報「のしろ黒

松」を発行。春の「みどり摘み」や秋の「揉みあげ」作業の実施。  

組織・団体名 さつき会 

これまでの活

動実績 

発足の経緯： 当時，二ツ井町には特養ホームがなかったため，町に誘致するにしてもまずは自

分達で何かをしなければという思いで，無尽講仲間 15 人でボランティアの会（さつき会・現会員数

28 人）を平成 6年に立ち上げ。 

主な活動： 活動開始当初は，二ツ井町のお年寄りが入居・通所している近隣町村の施設にお土

産をもって，唄や踊りで慰問。平成 8 年に町内に特養ホームが開所し，布巾や端布でぬいぐるみ

等を作成し入居者にプレゼント。平成12年からは活動範囲を広げ，他地区においても活動。平成

15・16 年には秋田県立大学木材高度加工研究所と協力し，文部科学省生涯学習まちづくりモデ

ル支援事業や（財）国土地理協会の助成金による小学生を対象とした「里地・里山の体験学習会」

の会場提供，昼食の用意など実施。町内マラソン時の清掃，福祉センターの草取りなど現在も継

続中。 

※１ページに記入する組織・団体及び活動実績の数はいくつでも構いません。

※必要な場合はページを追加して下さい。 



＜様式２：応募主体に含まれる組織・団体等のこれまでの活動実績＞ 

組織・団体名 手這坂活用研究会 

これまでの活

動実績 

発足の経緯： 無人となった茅葺民家 4棟の保存と再生を図るために，平成 13 年に発足（現会員

数 140人）。 

主な活動： 江戸時代の三河の紀行家・菅江真澄がこの地を訪れ，「桃の花が咲き誇り，まるで桃

源郷のようだ」と評したことを受けて，桃の植樹，菜の花やレンゲの植栽，屋根の葺き替え，家屋の

補修など再生活動を地域通貨「桃源」を用いて実施。再生後の農地では，米作りやそば・麦などを

栽培して農業体験ができる「手這坂日曜農学校」を開催。春の桃の花見，夏のホタル観賞，秋の

桃源郷まつり，ミニ雪灯籠の冬まつりを毎年開催。青森・岩手・秋田の各地で古民家再生活動を

行う団体が集い，北東北三県かやぶきサミットで交流。秋田県立大学農業短期大学部，秋田県国

際教養大学の学生実習フィールドとしても活用。 

組織・団体名 秋田県立大学木材高度加工研究所 

これまでの活

動実績 

発足の経緯： 秋田県の木材産業を資源依存型から技術立地型に転換するための基盤確立を目

的に，1995 年秋田県立農業短期大学の付属研究所として発足。1999 年，秋田県立大学の開学

に伴い附置研究所となり，2003 年，県立大学大学院・生物資源科学研究科開設に伴い，以後大

学院教育も実施。 

主な活動： 木質系廃棄物のリサイクルや木質資源の利活用による製品開発を行い，公共建築物

を中心に木のまちづくりに貢献している。公開所内セミナー・公開講座・木材加工基礎講座などを

開催し，木材に関する幅広い知識・研究成果・情報を提供。高校生を対象としたサイエンスパート

ナーシップの実施。文部科学省生涯学習まちづくりモデル支援事業や（財）国土地理協会の助成

金による小学生の週末･課外活動「里地・里山の体験学習会」の実施。 

組織・団体名  

これまでの活

動実績 

 

組織・団体名 
 

これまでの活

動実績 

 

 
※１ページに記入する組織・団体及び活動実績の数はいくつでも構いません。

※必要な場合はページを追加して下さい。  



 

＜様式３-１：

①モデルルー

トの名称 

※路線番号などを記載するのではなく、地域特性などを踏まえたモデルル

入下さい。 

のしろ白神の道 

②取組テーマ 里山の風景の保存と木の香る道の創造による元気な

③コンセプト おばこで紡ぐ白神の道 

④活動方針 

５つの大きな方針で，この地を「のしろ白神の道」にふさわしい地域に

 

１．私たち女性が白神の道を繋ぎます 

地域に点在する女性を中心とした地域づくり・道づくりの団体を紡ぎ，

一体となって取り組むことで地域力を高めます。子供の学校や近所

戚と普段の生活から幅広く地域と関わる機会が多い女性の情報力や

の細かい生活感とシビアなお財布感覚をまちづくりの新たな発想に

女性ならではの細やかな配慮ともてなしの気持ちが感じられる優しい

みち，あたたかな地域づくりを進め，住む人にも訪れる人にも魅力ある

                ［Ⅰ道の担う

２．木のまちらしい，木の香る道を創造します 

松の海岸林，黒松街路樹などの並木と広葉樹林に囲まれた道づく

に，豊かな木材資源や技術力・知力ある人的資源を活用した歩道や

促進し，環境と共生する木のまちらしい道を創造します。 

［Ⅱ地域の資産の活用 Ⅳ使われ方の

３．にぎわいある優しいまちづくりを進めます 

お祭りやバスケットなど地域イベントの場に道を活用して，よりみんな

あるまちづくりを進めます。また，子供からお年寄りまで，誰もが楽しい

バリアフリーな優しい道づくりを進めます。 

［Ⅰ道の担う役割の復古・再生 Ⅲ新たなもしくは多

４．里山・農山村の風景を保全・再生します 

豊かな自然と人の営みの調和が残る日本の原風景，懐かしさや優し

とをこまちが守り育ててゆきます。また，その地に残る料理や行事など

風景を次の世代につなぎます。［Ⅱ地域の資産の活用 Ⅳ使われ方の

 

５．地域そして訪れる人の心の紡ぎを実現します 

のしろ白神地域内の各団体と活発な交流を図ることによって，互いの

だんだんとその輪を広げてゆきます。また，訪れる人と地域の人々が

場所や機会を設けて，人と人の心を紡ぎます。［Ⅰ道の担う役割の復古

 

【

 

様式 3の頁／全頁

 1／12 】
活動基本計画＞ 

ートの愛称をご記

地域づくり 

育ててゆきます。

のしろ白神地域が

つきあい，友人・親

ネットワーク，きめ

生かします。また，

みち，安全安心の

地域を創ります。

役割の復古・再生］

りを進めます。さら

木橋づくりなどを

負の遺産の清算］

が楽しめる賑わい

まち歩きができる

様な価値の創造］

さの漂う心のふるさ

伝統的な暮らしの

負の遺産の清算］ 

活動を促進し，

交流できるような

・再生］ 



 

＜様式３-２：

⑤活動エリア 

 

遠くに白神山地を望

世界遺産 

白神山地 

桃や梨の花咲く春の手這坂

 

能代のお祭り・丁山 

国道 7号線沿いの黒松

青森 

山形 福島 

秋田 

岩手 

世界遺産白神山地 

 

【

 

様式 3の頁／全頁

 2／12 】
活動基本計画＞ 

む常盤地区 

集落



【 】 

＜様式３-３

⑥現状、及び

セールスポ

イント 

● 申請エリアの特長 

歴史： 国道 7 号は，古くから水運が利用されてきた米代川と，
ぶ羽州街道沿いに通っており，江戸時代の三河の紀行家・菅江

しても知られています。国道 101号沿いには，青森県にまで続く
まで受け継がれてきた広大な黒松砂防林が広がります。能代市

約 760ヘクタール，約 700万本が生育する日本最大級の黒松林
の自然百選」にも選ばれ，市民には「風の松原」の愛称で親しま

米代川支流に沿った山地の集落では，かつては冬になると，

側までハタハタ（鰰）を買いに行っていたそうですし，尾根を越え

戚づきあいもあったそうです。こうした山間部を結ぶ平成 24 年
代線は，現代のハタハタ（鰰）の道と言えるでしょう。 

このエリアは，江戸時代より謳われ続けてきた「秋田音頭」の

八森ハタハタ，男鹿で男鹿ブリコ，能代春慶 檜山納豆 大館曲

登場するように，秋田北部の名品の残るところでもあります。 
                                                

自然環境： 北は広葉樹林が広がる世界遺産・白神山地の麓に

日本海と江戸時代から続く広大な黒松の防風林が広がり，その

たりと流れる自然豊かな地域です。広葉樹が生い茂る山々では

ハイキングや散策などを通して四季折々の変化を味わうことがで

に沈む美しい夕日を楽しむスポットも数多く存在します。 
 

アクセス： 秋田空港への羽田便は1日7往復あり，所要時間は

田自動車道を利用すると，空港から約 1 時間で能代市に到着

線こまちは1日15往復，東京-秋田間の所要時間は約4時間で

能代駅までは，下りの奥羽本線で更に約 50分を要します。秋田

館能代空港へは，1日2往復羽田便が飛んでおり，所要時間は

高速道路では、平成 18 年度には能代東 IC,平成 19 年度に

まで供用となり，大館能代空港から能代市まで約 40 分で来る

お，能代南 IC から二ツ井 IC(仮称)までの 16.7 キロは無料の高

また，現在整備が進められている鷹巣大館道路（8.3 キロ），大

ロ）も通行料金が無料となり，将来，能代市までのアクセスがよ

期待されています。 
 
活動スポット： ①は能代市の中心部にあり，また毎年 5 月連休
が集うバスケットボール大会「能代カップ」が開催される体育館に

間にまち歩きを楽しむことができます。②～⑥は世界遺産白神山

林道が開通（平成 24 年予定）すると，一層アクセスが容易となり
や山歩き，地元の方々との交流などを複数箇所に渡って楽しむ

なります。 

（平成18年3月21日に能代市と二ツ井町は合併し，新能代市となりましたの

さつき会との交流や連携はこれまで以上にしやすくなると考えられます。） 

 

様式 3の頁／全頁 

 3／12 
：活動基本計画＞ 

北東北と江戸を結

真澄が歩いた道と

江戸時代から今日

内のこの林は広さ

のひとつで「日本

れています。 
尾根伝いに日本海

てのお嫁入りや親

完成予定の林道米

冒頭“♪秋田名物

げわっぱ♪”にも

    

位置します。西は

間を米代川がゆっ

山菜取りや魚釣り，

きますし，日本海

約1時間です。秋

します。あきた新幹

す。秋田駅から東

県の北部にある大

1時間10分です。

は二ツ井 IC(仮称)

ことができます。な

速道路となります。

館～小坂（14.5 キ

り便利になることが

中に全国の強豪校

程近く，試合の合

地のふもとを結ぶ

，農村生活の体験

ことができるように

で，旧二ツ井町にある



 

 
①能代市上町 すみれ会の活動拠点 

・市街地にあるため，商店や官庁など生活上不可

欠なものが全てあり，情報発信基地となる要素が揃

っています。 

・1･2 階を市民が利用できる，市の施設「能代ふれ

あいプラザ サンピノ」があります。3 階以上は市営

住宅となっているため，イベント開催時には幅広い

年代の参加者が見込まれます。 

・まちづくり活動を志向する自治会婦人部の有志

で作る「すみれ会」があります。 

・小学校の統合により廃校となる校舎があり，その

建物を活動拠点・地域づくりの拠点として利用でき

る可能性があります。 

②能代市常盤地区 常盤の里づくり協議会の活動

・米代川水系の一つ，常盤川沿いに白神山地を遠

くに望む，のどかな農村風景が広がっています。 
・活動拠点には昭和 45 年に閉校となった木造校
舎・山谷分校があり，また，地区の奥には能代市より

委託を管理された「毘沙門の森」があり，ここの各種

施設を利用して，キャンプやイベント・スポーツ大会

等を開催することができます。 
・結束力が強く，行動力のある地域づくりの実働隊

「ときめき隊」があります。 
・婦人部「つくし会」と「ときめき隊」有志は，家庭から

出る生ごみの堆肥化と有機野菜の栽培による地産

地消活動に取り組んでいます。 

③能代市国道7号沿い 能代バイパス黒松友の会の

・国道沿いに，道具などを保管する木造の「黒松ハ

ウス」を持っています。 

・春と秋の年2回，に黒松の剪定作業と植樹帯の清

掃活動を行っています。 

・剪定講習会を開催し，会員だけでなく一般参加者

へも剪定技術習得の機会を設けています。 

・必要な道具一式は会が保有していますので，手

ぶらで参加することができます。 

 

 

 

【 】
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拠点 

 

 

活動拠点 

 

 



【 】 

 

④二ツ井町種梅地区 さつき会の活動拠点 

・地区の人々によって集落共有林が手入れ・管理さ

れていて，きれいなスギ林が残っています。 

・里山の風景が残り，家庭菜園や小規模な農業を

営み，自給自足的生活をされている高齢者が多い

ところです。 

・高齢者が高齢者のケアをするボランティア活動が

続けられており，活動意欲に富む婦人会有志によ

る「さつき会」があります。 

・広いグラウンドが目前にある，茅葺民家風の地区

の集会所・種梅ふるさとの家を，イベントや学習会

の活動場所として活用することができます。 

・文部科学省生涯学習モデル事業や，能代市立渟

城第二小学校の体験学習会にも取り組んでおり，

次世代への環境教育にも関心の高いところです。 

⑤峰浜村手這坂地区 手這坂活用研究会の活動拠点

・タイムスリップをしたかのような里山の風景が残さ

れ，無人となった茅葺き民家 4 軒が保存・利用され

ています。 

・周囲の山々は白神山地につながる広葉樹の森が

広がり，四季折々の美しさを楽しむことができます。 

・農業体験や屋根の葺き替えなど，秋田県立大学

や国際教養大学の学生のフィールドワークの場とし

ても活用されています。 

・毎年，桃が植樹され，江戸時代に評された「桃源

郷のような風景」の再生に取り組んでいます。 

・冬祭りが毎年開催され，冬の里山の生活や雪灯

篭の灯りの美しさを体験することができます。 

⑥秋田県立大学 木材高度加工研究所 

・「木材」をキーワードに国内外から集まった研究者

が，木材のあらゆる利用方法の研究開発を行う，わ

が国唯一の大学研究機関です。 

・小中学生や高校生，市民への教育活動にも取り

組んでいます。 
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●活動スポットと申請エリアの課題 

活動スポット 課            題 

①能代市 

上町 

・中心市街地活性化事業の停滞 

・高齢者世帯の増加 

・活動資金や PR力の不足 

・商店街アーケードの老朽化 

②能代市 

常盤地区 

・農業の停滞と農業後継者不足 

・山林の荒廃 

・地域づくりへの住民の温度差 

④二ツ井町 

梅内地区 

・農業後継者不足 

・山林の荒廃 

・高齢者の増加による機動力不足

・会員の高齢化 

⑤峰浜村 

手這坂地区 

・継続的なボランティアの不足 

・事務局員の不足 

・活動資金の安定確保 

・地元若者の参加不足 

秋田県の人口減

で，10 万人当たり

少子高齢化時代

て迎えています。

も 10 年間全国一

健康面だけでなく

ュニティの再編も重

ています。 

各スポットでは

独自の活動を始め

まだ端緒についた

人手不足や資金

みと言えます。ま

交流や情報発信

が多く，「道」を人と

フライン」としてそれ

総合的に地域の

ピールしていく必要

 
● 活動の展望 

これまでの秋田県や能代市，商工会など大きな組織での地域づくり・

平等の原理に則っており，相当数の関係者の合意がなければ進めるこ

して話し合いや計画立案に要した時間に見合わない，何も変わらない

続けてきました。 

こうした経験と反省をもとに，私たちは，まずはお互いに顔の見える間

組織をつくり，機動力とスピードをもって，人やモノ・情報をつなぐ「道」と

たちの身近な問題をできることから取り組み，地域づくり・まちづくり活動

しました。個々の団体が連携することで，より広い，より深い活動が可能

他地域への波及効果は大きなものになると考えられます。また，活動の

く，質的充実から新たなステップアップが図られると思います。私たちが

ずやってみようと考えている活動を次ページ以降にあげましたが，他の

企業の方々との連携を広げていく必要性は十分に理解していますし，将

にしたいと考えています。そのためにも，まずは自分たちの足元を固め

備や情報発信のしくみを整えることが重要と思います。 
 さらに，世代を繋いで長く続けていく活動にするためには，現メンバー

若い人を呼び込み，育成していくことも考えていかなければなりません

画・実行・見直しを繰り返ししながら，時代に即した活動にしていくことも

らのことも含め，組織立ち上げ後には，長中短期の計画を立てていく予

 

【
 

【
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少率は全国一位

-3.9 人と深刻な

を全国に先駆け

また自殺死亡率

位となっており，

地域づくりやコミ

要な課題となっ

特色を生かして

てはいますが，

ばかりだったり，

不足が共通の悩

た地域内外との

についても課題

人をつなぐ「ライ

ぞれが連携し，

魅力を内外にア

があります。 

まちづくり活動は，

とができず，結果と

現状を私たちは見

柄どうしの小さな

いう視点から自分

を進めていくことに

となり，それによる

量的拡大だけでな

自分達の努力でま

市民団体や行政・

来的にはそのよう

，事務局体制の整

だけでなく新たに

。また，事業の計

必要でしょう。これ

定です。 



【 

＜様式３-４：

【個別事業の内容】 

のしろ白神ネットワークの活動基盤をつくるため，次のことを行います。①各活

うな地域資源（人・もの・風景･風習など）があるのかを知るために町並み探検

れぞれの素材マップ作りを行います。特に上町では，高齢者を中心に人々が

の視点を入れた「歩きやすさマップ」も作成します。②そのマップを元に，地域

てます。③その構想を広く知ってもらい，地域全体で取り組んでいくためにフ

す。④廃校となる上町の小学校校舎を本ネットワークやバリアフリーを考慮した

点として活用し，NPO 法人あきた IT こまちネットと連携してホームページを立

事業「とるぱ」に参加するほか，しらかみｅネットや環白神女性の会とも連携し，

の情報交流を図ります。 

【実施者】 

すみれ会 常盤の里づくり協議会 さつき会 手這坂活用研究会 
秋田県立大学木材高度加工研究所 能代市 秋田県 国土交通省 

【実施場所】 

能代市上町・能代市常盤地区・二ツ井町梅内地区・峰浜村手這坂地区 

   
町並み探検        とるぱ参加写真のｲﾒｰｼﾞ（実り

【４つの視点】該当するものに○をお付け下さい。【複数可】 
Ⅰ.道の担う役割の復古･再生      ○Ⅱ.地域の資産の活用 

○Ⅲ. 新たなもしくは多様な価値の創造  ○Ⅳ. 使われ方の負の遺産

【個別事業の内容】 

能代市中心部でお祭りなどの大きなイベントがある時に，すみれ会が中心とな

を実施します。特に能代カップ（バスケットボール大会）開催時には，ストリート

す。カフェの隣では，常盤地区で作られた有機栽培野菜や，それらを用いたさ

理の実演販売を行います。また，施設内では手這坂の写真パネル展を行い，

二ツ井町から市内を循環するイベントバス（二ツ井町所有の廃油を燃料に利

行し，子供や高齢者の参加者を募るほか，環境にも配慮したイベントを実施し

【実施者】 

すみれ会  常盤の里づくり協議会  さつき会   手這坂活用研究会 

【実施場所】能代市上町にある市施設「サンピノ」とその周辺 

     
江戸時代に描かれた手這坂（展示例） サンピノでのすみれ会の活動

⑦想定される

個別事業の

内容、実施場

所、及び実施

者 

【４つの視点】該当するものに○をお付け下さい。【複数可】 
○Ⅰ.道の担う役割の復古･再生      ○Ⅱ.地域の資産の活用 

○Ⅲ. 新たなもしくは多様な価値の創造  Ⅳ. 使われ方の負の遺産の
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 7／12  】
活動基本計画＞ 

動スポットに，どのよ

や地元学を行い，そ

歩きやすいかどうか

づくり･活動計画を立

ォーラムを開催しま

「木」のまちづくり拠

ち上げ，国土交通省

情報発信や内外から

能代市文化会館 

 
の米代川） 

の清算 

ってオープンカフェ

バスケットも実施しま

つき会による伝統料

PRにつとめます。 

用したエコバス）を運

ます。 

 能代市  秋田県

 
記念写真 

清算 



 

【個別事業の内容】 

これまでに開催されてきた四季おりおりの手這坂の美しさを広く知って，楽しん

時に，写真撮影会とコンテストを行います。大人だけでなく，中学・高校生にも

写真部にも案内を出し，入賞作品は上町「サンピノ」にて展示します。撮影会当

さつき会にてカフェやお休みどころの運営を行います。 

また，手這坂へは，能代市内と二ツ井町からそれぞれにイベントエコバスを走ら

たイベント運営につとめます。 

【実施者】 

手這坂活用研究会  すみれ会  さつき会  能代市  秋田県 

 

【実施場所】 

  峰浜村手這坂 

   
桃や梨などの花々が咲く春       雪灯篭を点火する冬

 

【４つの視点】該当するものに○をお付け下さい。【複数可】 
○Ⅰ.道の担う役割の復古･再生      ○Ⅱ.地域の資産の活用 

○Ⅲ. 新たなもしくは多様な価値の創造   Ⅳ. 使われ方の負の遺産

【個別事業の内容】 

能代市内及び周辺の親子を対象に，二ツ井町梅内地区で環境教育や生活

す。集落内の生活道路や共有林の中の林道を歩きながら，地区に残る自然や

するとともに，簡単な調理や実習を行い，地域の文化を次世代に伝承します。

また，梅内地区へは能代市内と二ツ井町からそれぞれにエコバスを走らせ，環

会の運営につとめます。 

【実施者】 

すみれ会  さつき会  秋田県立大学木材高度加工研究所  能代

  国土交通省 

【実施場所】 

 二ツ井町梅内地区 

   
    共有林での里山の環境教育        縄綯いなど生活体

 

 

【４つの視点】該当するものに○をお付け下さい。【複数可】 
○Ⅰ.道の担う役割の復古･再生     ○Ⅱ.地域の資産の活用 

○Ⅲ. 新たなもしくは多様な価値の創造  Ⅳ. 使われ方の負の遺産の

 

 

【
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 8／12 】
でもらうイベント開催

参加してもらえるよう

日には，すみれ会・

せ，環境にも配慮し

 
祭り 

の清算 

体験学習会を開きま

生活の工夫を学習

 

境にも配慮した学習

市 秋田県 

 
験学習 

清算 



 

【個別事業の内容】 

手入れが行き届かずに荒廃し，景観上も安全上も問題のある集落周辺の森林

を作成・実施します。その箇所を手入れしたときに生じる木材（間伐材など）を

すり，ベンチや看板などを作り，里山の保全と木のまちの景観づくりを進めます

作りにも利用し，生活体験学習会では炭焼き体験も実施します。 

【実施者】 

常盤の里づくり協議会 手這坂活用研究会 秋田県立大学木材高度加

能代バイパス黒松友の会 すみれ会  さつき会  能代市  秋田県 国

【実施場所】 

 森林調査：能代市常盤地区 二ツ井町梅内地区 峰浜村手這坂地区 

景観に利用：能代市上町・常盤地区・国道沿い 二ツ井町梅内地区 峰浜

 
    環境に配慮した木製ダム       山の木や土を利用した

【４つの視点】該当するものに○をお付け下さい。【複数可】 
○Ⅰ.道の担う役割の復古･再生      ○Ⅱ.地域の資産の活用 

○Ⅲ. 新たなもしくは多様な価値の創造  ○Ⅳ. 使われ方の負の遺産

【個別事業の内容】 

集落周辺の休耕田や耕作放棄地を買い上げ，稲作や畑作・花卉づくりが体

ルドとして再生させ，農産物は道の駅や常盤地区での朝市或いは，上町商店

【実施者】 

常盤の里づくり協議会 手這坂活用研究会 秋田県立大学木材高度加

能代バイパス黒松友の会 すみれ会  能代市 秋田県 国土交通省 

【実施場所】 

 能代市上町・常盤地区 峰浜村手這坂地区 

    
      休耕田での稲作再開         有機栽培野菜の収

 

【４つの視点】該当するものに○をお付け下さい。【複数可】 
○Ⅰ.道の担う役割の復古･再生     ○Ⅱ.地域の資産の活用 

○Ⅲ. 新たなもしくは多様な価値の創造  Ⅳ. 使われ方の負の遺産の

【
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 9／12 】
を調査し，改善計画

使って，安全柵や手

。また，広葉樹は炭

工研究所 

土交通省 

村手這坂地区  

 
炭窯作り体験 

の清算 

験できる農業フィー

街で販売します。 

工研究所 

 
穫体験 

清算 



【 

 

【個別事業の内容】 

秋田県内の大学・高専・工業高校の建築・土木系学生を対象に，景観に配慮

ディアを募る「まちづくりコンテスト」を開催します。審査員には市民や小中学生

景観を長期的に皆で考えます。また，それらアイディアを具体化する木造アーケ

および模型製作などを競うものづくりコンテストも行い，優秀作を用いて市民と共

ちづくりを進めてゆきます。 

 

 
【実施者】 

秋田県立大学木材高度加工研究所 能代市 秋田県 国土交通省 

 

【実施場所】 

 能代市 秋田県立大学木材高度加工研究所 

    
      高校生ものづくりコンテスト（橋梁模型製作部門）の開催 

 

【４つの視点】該当するものに○をお付け下さい。【複数可】 
 Ⅰ.道の担う役割の復古･再生      ○Ⅱ.地域の資産の活用 

○Ⅲ. 新たなもしくは多様な価値の創造  ○Ⅳ. 使われ方の負の遺産の

※１ページに記入する個別事業、実施者及び実施場所の数はいくつ

※必要な場合はページを追加して下さい。 
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10／12 】
したまちづくりのアイ

も交え，この地域の

ードや木橋の設計

に具体的に木のま

 

清算 

 

でも構いません。 



 

＜様式３-５：

⑧期待される

効果 

※該当しない部分は空白のままで結構です。 
【Ⅰ．道の担う役割の復古・再生】  

いずれの事業においても，各団体が相互に交流し，少なくとも 3 団

する企画を立てています。この事業実施の過程で，道は田舎からマチ

田舎へ一方的に流れるものではなく，相互に人々が行き来するものとし

また，空洞化・高齢化の進む能代市中止部にネットワークの拠点を

つてのマチ部がそうであったように，人や物，情報が交流する場を創

「通り過ぎる道」 から「人と場所をつなぎ，立ち止まる道」へと，本来の役

とができます。さらに，「人と人をつなぐ意味でのライフライン」としての役

よって，各地のコミュニティの再生をはかることが期待されます。 
 

【Ⅱ．地域の資産の活用】 

 各団体が相互に交流しながら町並み探検や地元学を行うことによって

なかった新たな価値の発見や，自分たちが持っている資源の価値を再

大切にした地域づくりを進めていくことが期待できます。 

  また，森林や休耕田の手入れや樹木・土地の買い上げを行い，再

自然風景の保全と再生を進め，そこで得られた資源を景観資材や食材

全体で活用することにより，資源循環型社会形成の一モデルとなることが

申請エリアには，こうした活動の原動力となる秋田スギなど豊かな木

産業があるほか，木材のあらゆる利用方法の研究開発を行うわが国唯一

があります。さらに県内には工業高等専門学校や工業高校，美術工芸

り，建築･土木，美術や工芸を学ぶ学生がいます。彼らの新鮮な感性や

の活動に必要不可欠なばかりでなく，学生たちにとっても実際に地域に

貴重なフィールド教育の場を得ると考えられます。これらの多様な資源

ードレールの木造化など，木のまちらしい，木の香る道を産官学が連携

が期待できます。 
 

【Ⅲ．新たなもしくは多様な価値の創造】 

 能代市中心部に位置する上町で，お祭りなどの開催時にオープンカ

国からバスケット大会を見学に来た人たちに，自分たちがバスケットをプ

リートバスケットを実施し，これまでの「通り過ぎるだけの道」をみなが集

会場」という新たな価値を創造します。また，そのイベントには「環境」の

実施することで，次世代へ新たな地域のあり方を伝えることができます。
 

【Ⅳ．使われ方の負の遺産の清算】 

 能代市上町での「歩きやすさマップ」の作成は，車中心の道路から，

子供に配慮した道づくり・まちづくりにつながります。また，他県より先ん

迎えている秋田県の事例として，全国に情報発信することが可能となりま

さらに，町並み探検や地元学を通して，のしろ白神エリアにふさわしい

りを考えた時には，パークアンドライドの導入，電線の地中化，自然景

みづくりなど，このエリア固有の町並みや沿道景観を再生することが期待

【
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活動基本計画＞ 

体以上が共に活動

，あるいはマチから

て利用されます。 

設置することで，か

出することができ，

割を再生させるこ

割を果たすことに

，それまで気づか

認識し，それらを

利用することにより

，教材として地域

期待されます。 

材資源と木材基盤

の大学研究機関

短期大学などがあ

行動力はこれから

出ることによって，

を活かし，橋やガ

して創造すること

フェを開いたり，全

レーしてもらうスト

い楽しむ「イベント

視点も取り入れて

 

人，特に高齢者や

じて高齢化社会を

す。 

道づくりやまちづく

観に配慮した家並

できます。 



 

＜様式３-６

⑨スケジュール 

 

 平成 18 年度 平成 19 年度 平成 20 年度 平成 21 年度 

事
業
内
容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 
⑩ 資 金

計画 

企業や市民からの寄付，イベント収入などによる自立した資金計画を目指すが，当

材高度加工研究所研究費，秋田県山本地域振興局（市民活動）地域づくり団体へ

環型市民社会形成事業費，助成金（河川管理財団助成金申請中）にて活動を開始

 平成 18 年度 平成 19 年度 平成 20 年度 平成 21

ﾊﾟｰﾄﾅｰｼｯﾌﾟ立ち上げ 1,000  
事業実施計画 

（調査・計画） 
1,500 1,000 1,000     1

情報発信（HP、ﾊﾟﾝﾌ等

全国発信） 
1,000 500 500 1

意識高揚事業（ｱｲﾃﾞｨｱ

の公募、イベント等） 
1,500 600 600 

ﾊﾟｰﾄﾅｰｼｯﾌﾟ活動費      500 800 1,000 1
事業継続策の検討・協議      300      500      500     
（ハード整備：予測）   （1,000）   （3,000） （8,500） （15,
合 計 5,800 3,400 3,600 4

事業開始 
・ｲﾍﾞﾝﾄ開催 
・体験学習会開催

組織立ち上げ 

・ﾌｫｰﾗﾑ 
・事務局開設 
・学生まちづくり
ｺﾝﾃｽﾄ開催 

事業見直し 
・ｴﾘｱ・ﾙｰﾄの追加 
・町並・景観整備事業推進 実施計画の策定 

・現地調査 
・先進地視察 
・勉強会開催 
・ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ 
・ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ調査 

橋・ガードレール・
アーケードの木造
化、歩道・自転車
道のチップ舗装
化、電線地中化 

農 地 ･ 林
地の購入

ｱｲﾃ ｨｱ公募 ﾞ

 

情報発信 

・ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞの運用 
・ﾆｭｰｽﾞﾚﾀｰ作成 
・ﾒｰﾘﾝｸﾞﾘｽﾄ運用 
・機関誌の発行 
・ﾛゴﾞﾏｰｸの募集 
・とるぱ開始 

とるぱ駐車場、看
板、ベンチの整備

交流館（まちづく
りブース）の建設

・秋田県ｱﾝﾃﾅｼｮｯﾌﾟや展示会出店 

秋田わか
すぎ国体
参加者へ
の PR活動 

 

【
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：活動基本計画＞ 

平成 22 年度 

（単位：万円）

面は秋田県立大学木

の事業費，能代市循

。 

年度 平成 22 年度

 

,000     2,000

,000 1,000 

600 800 

,200 1,500 
 500 500
500） （1,000）
,300 5,800

成果とりまとめ 

・報告会の開催

・報告書の作成 



 

 

 


